
　 ＮＯ．１２ ２００６．１．１

あけましておめでとうございます
－平成１８年（２００６年）－

　新春を迎えて、誰の為のスカウティングか？　何の為のスカウティングか？

もう一度原点に戻り、今年も地区・各団共に素晴らしい飛躍の年にしたいと願

っています。

※ボーイスカウト用語

「スカウティング」 ： スカウト活動のこと。

広くスカウト運動の組織、運営、教育、指導

者訓練等全てを含んだ意味に使われる。

　

発行：ボーイスカウト愛知連盟　尾張東地区委員長　　横江昭憙

スカウトかわらばん
   ＢＳ通信尾張東地区
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　ボーイスカウト活動を知っていますか。

社会貢献（スカウトの日）

　スカウト運動は身近な地域社会の中で行われる活動です。昭和４９年第１回全

国スカウトフォーラムにおいて、「スカウト奉仕の日」を設定して全国一斉に奉

仕活動を展開しようというアピールがスカウトたちによって採択されました。こ
れを受けて、現在でも全国各地において環境美化をはじめ、募金活動、老人ホー

ム訪問等のほかにスカウトたちができる活動を行っています。スカウトは自分だ

けではなく、人の役に立つことの大切さを学ぶ活動を実践します。
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　地区救急法講習会 地区健康安全委員長　井上文義
　　　

指導者対象　：6月19日 　瀬戸市やすらぎ会館

スカウト対象：7月16日、17日　日進市相野山福祉会館

　スカウト活動従事者としての基本的な応急

処置と最新の救急法を体得するため、瀬戸市

消防本部と日進市消防本部の救急救命士によ

る「自動体外式電気的除細動器(AED)を含む

普通救命講習会」を組入れて開催しました。

　受講者は、もしもの時に即応できるよう、

実技や器具の取扱いに真剣に取組み、それら

を取得しました。受講者の皆さんお疲れ様で

した。次回講習会でも多くの方々の参加をお

待ちしております。

　　（スカウト対象救急法講習会のようす）

　スカウトの日（カントリー大作戦） 瀬戸第１団　広報委員　伊藤靖史

　私達瀬戸第１団は、9月4日「スカウトの日」活動（カントリー大作戦）として「愛・地球

博」会場周辺道路の清掃活動を行いました。活動開始前に雨が降り出してしまい活動続行が危

ぶまれましたが、活動に参加する子供達の情熱に押されたのか、雨も止み絶好のカントリー作

戦日となりました。清掃区間は、「愛・地球博」長久手会場北ゲートから瀬戸市南山口町の中

央卸売市場間の歩道です。ペットボトル・空き缶・タバコの投げ捨てやお菓子の包み紙などた

くさんのゴミが落ちていました。環境博と言われ、博覧会会場内は綺麗になっていても、一歩

外に出ると意識の希薄さに参加した子供達もガッカリしていました。でも、綺麗になった道路

で観光客の皆さんをお迎えできることは嬉しいです。お互いに町を汚さないようにしましょう。

　　（作業終了後、集めたゴミとの記念撮影） 　　　　 （清掃活動中）
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　Ｂ－Ｐ祭

　２月２２日は世界友情の日です。世界中のスカウト仲間が兄弟姉妹であることを確認し合

い、世界平和について考える日となっています。この日はスカウト運動の創始者、ベーデン

パウエルとその妻オレブ夫人の共通誕生日です。この日は世界中でお祝いされます。

　創始者年代記

１８５７年２月２２日誕生

　　父親はオックスフォード大教授で牧師

　　母親は提督（海軍の総司令官）の娘

１８７６年１９歳

　　英国陸軍騎兵士官候補生試験に合格

　　１０月インド駐屯の騎兵少尉として赴任

１９０７年５０歳　ボーイスカウト創始

　　陸軍騎兵士官の任期満了、陸軍中尉に昇進し閉転に。

　　７月ブラウンシー島でのボーイスカウト実験キャンプ

１９１０年５３歳　スカウト運動に専念

　　軍では予備役に入りスカウト運動に専念。

　　渡米もし、アメリカ連盟設立に努める。

１９２０年６３歳　Ｂ－Ｐ世界の総長に

　　７月ロンドンオリンピアで第１回ボーイスカウト国際会議及び第１回世界ジャンボリー

　　開催３３か国８４人。この世界ジャンボリー最後の夜、Ｂ－Ｐは世界ボースカウトチー

　　フのスカウト（世界の総長）の称号を贈られる。

１９４０年８３歳　最後の手紙

　　９月心臓の衰弱で倒れる。死期が近づいたことを感じ、妻やボーイスカウト、ガールガ

　　イド、スカウト指導者に別れの手紙を書く。

・・・編集後記・・・

　紙面掲載用の原稿、写真、地域の行事原稿、ご意見等を地区広報委員までどしどしお寄せください。

　本紙に使用したイラストは、「岡崎第５団あんめの素材部屋」を利用させていただきました。

　【広報委員会】

谷口錠利（尾張旭第１団）　伊藤靖史（瀬戸第１団）　宮地勇吉（瀬戸第４団）　加藤智浩（瀬戸第５団）

西村俊夫（瀬戸第６団）　　加藤健（瀬戸第８団）　　石川博幸（日進第１団）　矢崎勉（日進第２団）

星川由美（長久手第１団）　山田高司（地区副コミッショナー）

　【編集事務局】 〒489-0888 瀬戸市原山台3-13 　尾張東地区広報委員長　渡邊正行

　　  　　　　　　 　 　編集担当　瀬戸第１団　伊藤靖史 発行部数 １，４００部

お知らせコーナー

　平成１９年（２００７年）、スカウト運動はそのスタートとなった創始者ベーデン-パウエルと
　２０人の少年によるブラウンシー島での実験キャンプから１００周年を迎えます。
　世界スカウト機構、および各国連盟は、これを祝う記念事業をそれぞれ展開します。
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